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種 々 環境因子 が乳酸菌バ イオ フィル ム に与える影響の 評価
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〈 背景・目的〉 乳酸菌は食品分野にお い て 発酵やプ ロ バ イオ ティクス などに利用され て おり、重要な微生物として認

識されて い る。しか し
一
方で は、製造過程などで製品に混入 し、風味低下や異臭を引き起こす危害菌として の側面もあ

わせもっ
。 近年 、 微生物 の集団生活形態 、 すなわちバ イオ フhル ム に着目が集まっ てい る。 微生物はバ イオフィル ム を

形成することで熱や薬剤など様々 なス トレ ス に 対する耐 生能を獲得することが 明らか になっ て きて い る。 しか し
、 危害菌

として の乳酸菌バ イオ フィル ム に関する知見はほ とんど得られて い ない。そ こで我々 は 、種 々 の 乳酸菌の バ イオフ ィル

ム につ い て、ス トレス 耐陸 へ の 影 響などを調べ てきた 。 本研究では種 々 環境因子がバ イオ フ ィル ム に与える影響にっ

い て、形成能お よび形態より評価した結果を報告する。

〈方法〉 乳酸 菌 コ［actohactiltes．　pltintaFimlを使用し、様 々 な条件下で それらの バ イオフィル ム の 形成量と形態を調査し

た。 形成量評価で はディッシュ プレー
トを、形態観察ではス ライドフラス コ をそれぞれ使用した。

〈 結果 〉
一

部の 株 で 0．1 倍濃度の MRS 培地にお い て 、 希釈して い ない MRS 培地条件下よりもバ イオ フィル ム 形成

量が上昇した。しか し、この 両条件下に お けるバ イオ フ ィル ム形態につ い て は大きな違い は観察されなか っ た。現在iは

他 の 環境因子にっ い ても評価を進め て い る。
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法を用い た横浜市TYre底泥中の 細菌群集構造解析
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【目的】微生物は干潟 の 栄養塩除去や有機物分解に重要な役籌崎 果たして い る。本研究で は、プロ モ デオキ シ ウリジ

ン （BrdU＞を用い 、干潟底泥中で増殖活陸を持つ 微生物を選択自勺に分取し、物質循環に関わる微生物群集構造を明ら

かにするこ とを目的とした 。

【方法】横浜市海の 公園の 干lre　St1お よび 2、およびそれらの 下流の アオ ナ堆積ta　st3 から底泥を採取した。採取した

干潟底泥に BrdUを終濃度 2．5μM となるように加え、20℃ で 5時間培養した。培養後、ゲノム DNA 抽出し、　BldU抗体

を用い て標識DNA を分取した。分取 1〕NA 試料を用い てクロ ーニ ングを行っ た後、塩懸 蔽 1」決定および系統解析を行

っ た 。

【結果および考察】分取 DNA 試料の 系繃 斬 の 結果、　StlBr か らCFB　gr〕Ψ 、　Firrnicutes、　A 血 o   、α
一お よび γ

一

p【oteo   a 力碍 られ、　sL2Br か ら Firmicutes、　Agtinobacteria、　N 嘸 お よび 〔z−p  baci 　a が 得られ 、 そして sB

からCFB 　gloXp、　A （血 ob癇 a、α一、　V−、および ＆protor）b韻 瓠 a が得られた 。 特｝こ tt−pr｛〕励 b蹠 血 および CFB 　g隅 pの 害ij

合が、各定点の増殖活1生を持つ 微生物群集の 85％以上を占め て い た 。 libni 解析を行っ た結果、各微生物群集構造

は大きく異な っ て おり、St31kお よび st2Br は、上流に位置する sロ 餅 の 部分集合で あるこ とが 示され た。
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